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今号の
主な内容

2
・
3
面

都営交通無料乗車券の交付/
生活習慣病予防( 消化器) 健診

4
・
5
面

総合防災訓練の実施会場と交
通規制/ ペットポトル自動回
収機を設置

6
・
7
面

シルバーピア入居者募集/ 足
立区国民保護計画( 案) への
意見を募集/ 催し物案内

8
面
新交通「日暮里・舎人線( 仮
称) 」の路線名・駅名を募集
します

9月1日( 金)
防 災 の 日

首
都
直
下
地
震
に
備
え
て
、

八
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
を
実
施

～
足
立
区
は
、
東
京
都
と
合
同
で
訓
練
に
参
加
～

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
大
地
震
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」、「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、地
域
の

和
を
育
て
、い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、日
ご
ろ
か
ら
訓
練
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

首
都
圏
を
構
成
す
る
八
都
県

市
が
、
首
都
直
下
地
震
に
備

え
た
訓
練
を
行
い
ま
す

こ
の
訓
練
は
、
毎
年
、
八
都
県
市

(埼
玉
県
・
千
葉
県
・
東
京
都
・
神

奈
川
県
・
横
浜
市
・
川
崎
市
・
千
葉

市
・
さ
い
た
ま
市
)
が
都
市
型
災
害

に
備
え
、
合
同
で
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

今
回
は
、
足
立
区
に
メ
イ
ン
会
場

を
置
き
、
防
災
関
係
機
関
で
あ
る
警

視
庁
、
東
京
消
防
庁
、
自
衛
隊
な
ど

と
連
携
し
て
、
東
京
都
と
足
立
区
が

合
同
で
大
規
模
な
総
合
防
災
訓
練
を

行
い
ま
す
。

こ
の
際
の
訓
練
想
定
は
、「
東
京

都
防
災
会
議
」
が
5
月
に
発
表
し

た
、
首
都
直
下
地
震
時
の
被
害
想
定

(下
記
参
照
)
に
基
づ
い
た
も
の
で

す
。都

内
の
広
い
範
囲
で
被
害
が
起
こ

っ
た
場
合
の
応
援
体
制
の
強
化
や
都

市
特
有
の
災
害
時
対
応
を
含
め
、
次

の
よ
う
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▽
都
県
境
を
越
え
た
救
援
物
資
の
輸

送
・
避
難
誘
導

▽
帰
宅
困
難
者
に
対
す
る
情
報
提

供
・
避
難
誘
導
・
徒
歩
帰
宅
支
援

▽
陸
路
遮
断
を
想
定
し
た
航
空
機
お

よ
び
船
舶
を
活
用
し
た
人
員
・
物

資
の
輸
送

▽
都
の
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
た
都
と
区
の
テ
レ
ビ
防
災
会
議

「
荒
川
河
川
敷
」「
都
立
舎
人
公
園
」

「
花
畑
・
六
町
地
区
」「
北
千
住
駅

周
辺
」
の
4
会
場
で
訓
練

当
日

、「
荒
川
河
川
敷
」「
都
立
舎

人
公
園
」「
花
畑
こ
「
町
地
区
」
「
北

千
住
駅
周
辺
」
の
各
会
場
で
は
、

様
々
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
が
参
加
・
体
験
で
き
る
訓
練
を
行

う
会
場
も
あ
り
ま
す
。
防
災
意
識
や

行
動
力
を
養
う
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
訓

練
や
見
学
に
参
加
し
、
災
害
に
強
い

足
立
区
を
皆
さ
ん
で
作
り
ま
し
ょ

う

。
各
会
場
の
く
わ
し
い
内
容
は
4

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
人
ひ
と
り
が
防
災
力
を
高

め
、
愛
す
る
家
族
、
地
域
を

災
害
か
ら
守
ろ
う

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒
壊

家
屋
の
下
か
ら
救
出
さ
れ
た
方
の
う

ち
7
割
以
上
の
方
が
、
地
域
住
民
の

力
で
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

防
災
の
知
識
と
行
動
力
を
身
に
付

け
た
地
域
住
民
と
区
、
防
災
関
係
機

関
な
ど
が
連
携
・
協
働
す
る
こ
と

で
、
地
域
防
災
力
を
高
め
、
被
害
を

最
小
限
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
・
障
害
者
・
外
国

人
・
乳
幼
児
・
妊
婦
な
ど
の
災
害
時

要
援
護
者
は
、
避
難
行
動
、
避
難
所

で
の
生
活
を
送
る
上
で
、
地
域
や
区

な
ど
の
支
援
が
必
要
で
す
。

今
回
の
訓
練
で
は
、
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
高
齢
者
や
障
害
を
持

つ
方
々
が
参
加
す
る
第
二
次
避
難
所

(災
害
時
要
援
護
者
用
避
難
所
)
の

開
設
・
運
営
訓
練
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
総
合
防
災
訓
練
に
参
加

し
て
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
の
大
切

さ
を
よ
り
深
く
感
じ
て
、
地
域
の
防

災
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

ご理解、ご協力を
お願いします

訓練会場周辺では、道路を使
用した訓練などのため、交通・
通行規制を行います( くわしく
は4 面を参照) 。また、ヘリコ
プター発着の際の吹き降ろしの
風、飛来音やサイレンなどによ
りご迷惑をおかけしますが、ご
理解・ご協力をお願いします。

が
れ
き
の
下
か
ら
負
傷
者
を
救
助
す
る
訓
練
(
1
7年
町
田
市
)

▲ ヘ リコプターでの訓練( 17 年足 立区)

▲ 担架でケガ人を運ぶ区民参加訓練( 17 年足立区)

東京都防災会議首都直下地震における東京の被害想定

震源= 東京湾北部 規模= マグニチュード7. 3
震源の深さ= 約30～50km 季節= 冬 時刻= 午後6 時 風速=6m/ 秒
震度= 約17. 1%で震度6 強( 足立区では、95% で震度6 強)
建物被害= 全壊126, 523棟( 足立区では、16, 701棟)
火災被害= 焼失310, 016棟・焼失面積約98k㎡( 足立区では, 焼失10, 675

棟・焼失面積2. 5k㎡)
人的被害= 死者5, 248人、負傷者152, 336人( 足立区では, 死者366人、

負傷者10, 821人)

総
合
防
災
訓
練
の
記
事
は
、
4

面
に
続
き
ま
す
。
お
問
い

合
わ
せ
は
、
災
害
対
策
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
3
6

19年度開業予定!
「日暮里・舎人線( 仮
称)」の路線名・駅名

を募集します。
くわしくは、8 面
をご覧ください。

車両イメージ図

8月の区役所休日開庁日 8 月27日(日)、午前9 時～午後4 時
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区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵 送申し込み記入例】

切
手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は申し込み係名など)

※ 記事中に住所の記載がある

ものは、その住所へ申し込み

区のホームペ ージアドレスは
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先… 場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

定員が先着順の場合
は、8 月11日受付開始

子
育
て
・
教
育

子
育
て
交
流
講
座
「
完
璧
な
親

な
ん
て
い
な
い
」
(
全
6
回
)

日
程
等
H
9
月
1
6日
出
・
2
2日
面
・
3
0

日
出
・
1
0月
7
日
出
・
1
4日
出
・
2
1

日
出
、
い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
前
1
0

時
～
正
午

対
象
=
在
宅
で
2
歳

児
ま
で
を
育
児
を
し
て
い
る
保
護
者

で
、
全
日
参
加
で
き
る
方

内
容
=

子
育
て
中
の
仲
間
と
交
流
し
な
が

ら
、
自
分
に
あ
っ
た
子
育
て
の
仕
方

を
探
す
、
カ
ナ
ダ
生
ま
れ
の
育
児
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
N
O
B
O
D
Y

、
S
P
E
R
F
E
C
T

完
璧
な
親
な
ん

て
い
な
い
」
に
基
づ
く
講
座
(
保
育

あ
り
)

定
員
=
2
0人
(
抽
選
)

費

用
=
2

千
円
(
テ
キ
ス
ト
代
ほ
か
)

申
込
H
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
子

ど
も
の
年
齢
、
電
話
番
号
、
保
育
希

望
の
有
無
を
明
記
し
、
郵
送

期
限
H
8

月
3
1日
消
印
有
効

場
・
申
・

問
先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
0・0
0
0
4

東
綾
瀬
1
1
5
1
1
7

　
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

児
童
育
成
手
当
(
障

害
手
当
)
・
特
別
児
童

・扶
養
手
当
制
度

□
児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

対
象
=
心
身
に
障
害
の
あ
る
、
次
の

い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
2
0歳
未
満

の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
・
:愛
の

手
帳
I
～
3
度
程
度
/
身
体
障
害
者

手
帳
1
・
2
級
程
度
/
脳
性
ま
ひ
/

進
行
性
筋
い
縮
症

※
所
得
が
限
度

額
以
上
あ
る
場
合
や
、
児
童
が
施
設

に
入
所
し
て
い
る
場
合
に
は
、
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。
手
当
月
額
=
1

万
5

千
5
0
0円

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
H
心
身
に
重
度
お
よ
び
中
度
の

障
害
の
あ
る
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
2
0歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
方
・
:身
体
障
害
者
手
帳
1
～
3

級
程
度
/
愛
の
手
帳
1
～
3
度
程

度
※
内
部
障
害
の
方
お
よ
び
愛
の

手
帳
3
・
4
度
の
方
は
、
診
断
書
に

よ
る
判
定
が
必
要
。
所
得
が
隕
度

額
以
上
あ
る
場
合
や
、
児
童
が
施
設

に
入
所
し
て
い
る
場
合
、
児
童
が
障

害
を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
給

し
て
い
る
場
合
に
は
、
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
手
当
月
額
=

▽
重
度
…
5

万
7
5
0円

▽
中
度
・
:
3
万
3
千
8
0
0円

―
―
い
ず
れ
も
―
―

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の

が
異
な
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
申
・
問
先
=
家
庭
支
援

係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

福

祉

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の

書
状
を
贈
り
ま
す

対
象
=
先
の
大
戦
で
外
地
な
ど
(
事

変
地
の
区
域
や
戦
地
の
区
域
)
に
派

遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
し

た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
謾
婦
や

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
(
慰
労
給
付

金
受
給
者
は
除
く
)

の
資
格
を
持
つ

方

内
容
H

過
去
の
従
事
に
対
し

て

、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
書
状
を

贈
り
ま
す

。
資
料
は
民
生
係
の
窓
口

で
配
付

期
限
=
1
9
年
3

月
3
1
日

問
先
=

総
務
省
大
臣
亶
房
管
理
室

(
5
2
5
3
)
5
1
8
2

区
・
民
生
係(

3
8
8
0
)
5
8
7
0

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺

族
の
方
へ

第
八
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
戦
闘
公
務
に
よ

り
戦
死
ま
た
は
そ
の
と
き
の
傷
病
が

原
因
で
死
亡
し
た
方
の
遺
族
で
、
次

に
当
て
は
ま
る
方
は
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
(
支
給
要
件
あ
り
)
。

対
象
H
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の

遺
族
で
、
1
7年
4
月
1
日
現
在
、
遺

族
内
に
公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
な

ど
の
受
給
権
者
が
い
な
い
方

支
給

金
額
=
額
面
4
0万
円
(
記
名
国
債
・
1
0

年
償
還
)

期
限
H
2
0
年
3
月
3
1

日

※
既
に
申
請
済
み
の
方
は
不
要

申
・
問
先
=
民
生
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
0

訪
問
介
護
員
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
(
3
日
制
)

日
時
等
=
表
1

対
象
=
区
内
訪
問

介
護
事
業
所
で
訪
問
介
護
員
(
ヘ
ル

パ
古

と
し
て
働
い
て
い
る
方

定

員
=
各
回
3
0人

申
込
=
所
属
す
る

事
業
所

問
先
=
高
齢
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

表1　 訪問介護員フォローアップ研修
日程一覧

※場所は、いずれも地域包括支援センター関原

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

(区
制
度
)
・
難
病
患
者

福
祉
手
当
の
定
例
払
い

1
8年
4
～
7
月
分
を
、
届
け
出
さ

れ
た
預
金
口
座
に
8
月
1
8日
ご
ろ
振

り
込
み
ま
す
。
問
先
=

障
害
給
付

係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

訪
問
介
護
員
養
成
研
修

(
2
級
・
通
学
1
3
0時
間
)

日
程
=
▽
講
義
…
1
0月
3
日
～
3
1日

の
う
ち
1
7日
間

▽
実
習
:
八
月
1

日
～
1
2月
2
1日
の
う
ち
5
日
間

※

い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
前
9
時
～
午

後
5
時

対
象
H
次
の
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
方
…
区
内
在
住
/
訪
問
介

護
員
と
し
て
働
く
意
志
が
あ
る
、
ま

た
は
す
で
に
働
い
て
い
る
/
全
日
程

出
席
で
き
る

定
員
=
4
0人

選
考
=

作
文
8
0
0
字
程
度

費
用
=
3
万
円

申
込
=
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

※
く
わ
し
く
は
、
高
齢
サ
ー
ビ
ス
課

ま
た
は
足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

配
付
す
る
募
集
要
項
を
参
照

期
限
=
8

月
2
1日
必
着

場
・
申
先
=
足

立
区
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

〒
1
2
3
・
0
8

5
2
関
原
2
1
1
0
-
1
0

(
3
8
8
9
)
1
4
8
8

問
先
=
高
齢
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

8
・
9
月
の
障
害
別
福
祉
相
談

日
時
等
H
表
2

対
象
H
障
害
の
あ

る
方
と
そ
の
家
族

内
容
卜
障
害
の

生
活
体
験
を
持
つ
、
障
害
者
相
談
員

に
よ
る
相
談

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

自
立
生
活
支
援
室

(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

表2　8 ・9 月の障害別福祉相談日程表

※いずれも場所は、竹の塚障害福祉館

老
人
保
健
法
(
(
老
)
)

障
害
認
定
制
度

医
療
保
険
に
加
人
し
て
い
る
6
5
歳

以
上
で
次
の
障
害
が
あ
る
方
は
、
老

人
保
健
法
の
医
療
制
度
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
当
て
は
ま
る
方
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
既
に
(
老
)
医
療
証
を

持
っ
て
い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
対
象
に
な
る
障
害
=
身
体
障

害
者
手
帳
1
～
3
級
(
4
級
の
一
部

を
含
む
)
/
愛
の
手
帳
1
・
2
度
/

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
・
2

級
/
国
民
年
金
障
害
年
金
1
・
2
級
/

認
知
症
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
方

ほ
か

問
先
卜
高
齢
医
療
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

健
康
・
衛
生

糖
尿
病
予
防
教
室
(
3
日
制
)

日
時
=
9
月
1
4日
㈲
・
2
2日
㈲
・
2
8

日
内
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=
糖
尿
病
の
疑
い
の
あ
る
方
/

家
族
に
糖
尿
病
歴
の
あ
る
方
/
肥
満

が
気
に
な
る
方
ほ
か

講
師
=
▽
金

光
宇
氏
(
西
新
井
病
院
内
科
医
師
)

…
1
4日

▽
区
・
職
員
…
2
2・
2
8日

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

場
・
申
・

問
先
H
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
係(

3
8
5
5
)
5
0
8
2

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
等
=
表
4

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

表4　9 月の住区健康フェスティバル日程等

戦没者を追悼し、
平和を祈念する黙とうを

8 月15日は「戦没者を追悼し、平和を
祈念する日」です。当日、日本武道館で
行われる全国戦没者追悼式では、正午か
ら1 分間の黙とうを行います。
皆さんも職場や家庭などで、「戦没者
を追悼し、平和を祈念する」黙とうを行
いましょう。 問先= 人権・同和係

3880 ―5111代

都営交通無料乗車券は、
9月15日から交付します

※ シルバーパスをお持ちの方は対象になりません。

都電・都バス・都営地下鉄で使用できる無料乗車券を交付
します。 対象等= 表3 で示した必要書類と旧乗車券を持参

表3　 都営交通無料乗車券申請一覧

※ 項目1 から4 は、同一世帯で重複して交付を受けられる場合がありま
す。

※ 項目5 と6 の両方に当てはまる場合には、5 を優先します。

定
員
が
先
着
順
の
場
合
は
、
8
月
1
1日
受
付
開
始

24時間医療機関案内「ひまわり」 　5272―0303
※「ひまわり」とは、東京都保健医療情報センターの医療機関案内です。

ht t p: / /www. hi mawar i . met ro. t okyo. j p/
ht t p: / /www. hi mawar i . met ro. t okyo. j p/ kt /
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
2
面
右
上
の
記
入
例
参
照

生
活
習
慣
病
予
防

(
消
化
器
)
健
診

8
月
2
8日
ご
ろ
に
対
象
者
へ
、
健

診
の
申
込
(

ガ
キ
を
送
り
ま
す
。

奈
1
7年
度
中
に
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
を
受
け
た
方
に
は
、
1
0月
以
降
に

受
診
票
を
送
付
す
る
た
め
、
今
回
は

送
付
し
ま
せ
ん
。
対
象
=

昭
和
一
1
1
一

年
1
0月
～
1
2年
3
月
/
1
6年
1
0月
～
1
7

年
3
月
/
2
6
年
1
0月
～
2
7年
3
月
/
3
6

年
1
0月
～
3
7年
3
月
生
ま
れ
の

方

受
診
場
所
=
区
内
の
指
定
医
療

機
関

内
容
=
診
察
、
血
液
、
尿
な

ど
に
よ
る
生
活
習
慣
病
・
心
臓
・
肝

機
能
・
じ
ん
機
能
な
ど
の
検
査
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
胃
健
診
、
大
腸

が
ん
検
診

申
込
=
送
付
さ
れ
た
申

込
(
ガ
キ
に
切
手
を
貼
り
、
　

へ

郵
送

※
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
今

年
度
限
り
で
終
了
す
る
た
め
、
生
活

習
慣
病
予
防
(
消
化
器
)
健
診
の
受

診
期
限
も
1
9年
3
月
3
1日
ま
で
と
な

り
ま
す
。
申
・
問
先
=
成
人
保
健

係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

4
0・
5
0・
6
0歳
に
な
る

方
の
節
目
健
康
診
査

対
象
=
昭
和
2
1年
1
0～
1
2月
/
3
1年
1
0

～
1
2月
/
4
1年
1
0～
1
2月
の
間
に

生
ま
れ
た
方

内
容
=
基
本
健
康
診

査
・
各
種
が
ん
検
診
・
歯
周
病
チ
ェ

ッ
ク
ほ
か

申
込
=
8
月
1
8日
ご
ろ

に
対
象
者
へ
送
付
す
る
申
込
(
ガ
キ

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
　

へ
郵

送

期
限
=
9
月
8
日
消
印
有
効

申
・
問
先
=
成
人
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
予
防
教
室

(
3
日
制
)

日
時
=
9
月
4
日
・
1
1日
・
2
5日
、

い
ず
れ
も
月
曜
日
、
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

内
容
=
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
(
内
臓
脂
肪
症
候

群
)
に
な
ら
な
い
た
め
の
食
事
/
生

活
を
具
体
的
に
見
直
す
た
め
の
講
義
/

カ
ロ
リ
ー
計
算
や
運
動
の
実
技
ほ

か

定
員
=
3
0人

場
・
申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

思
春
期
家
族
教
室

日
時
=
毎
月
第
2
金
曜
日
、
午
後
2

時
3
0分
～
4
時

対
象
=
不
登
校
や

ひ
き
こ
も
り
、
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
、
摂

食
障
害
な
ど
の
子
ど
も
で
悩
む
家
族

の
方

内
容
=
子
ど
も
の
問
題
の
対

応
に
必
要
な
理
解
を
深
め
る
学
習
…

親
の
心
の
状
態
の
見
直
し
(
9
月
)
/

共
依
存
に
つ
い
て
(
1
0月
)
/
ま

と
め
・
質
疑
応
答

介
一
月
)

講
師
=

杉
本
希
映
氏
(
臨
床
心
理
士
)

定
員
=
2
0人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

早
期
発
見
、
早
期
治
療
!

が
ん
検
診
は
定
期
的
に

□
子
宮
が
ん
検
診

場
所
=
区
内
指
定
医
療
機
関

対
象
H
1
9

年
3
月
3
1日
現
在
、
2
0歳
以
上

で
偶
数
年
齢
の
女
性
区
民
(
過
去
2

年
度
の
間
に
受
診
し
た
方
に
は
、
誕

生
月
に
直
接
受
診
票
を
送
付
)

※
2

年
度
に
1
回
。
現
在
、
子
宮
が
ん

治
療
・
検
査
を
受
け
て
い
る
方
を
除

く

内
容
H
問
診
、
膣
鏡
診
、
頚
部

細
胞
診
検
査

□
前
立
腺
が
ん
検
診

場
所
=
区
内
指
定
医
療
機
関

対
象
=
1
9

年
3
月
3
1日
現
在
、
6
0歳
以
上
6
4

歳
以
下
の
男
性
区
民

※
前
立
腺

が
ん
治
療
中
、
経
過
観
察
中
の
方
を

除
く

内
容
=
問
診
・
血
液
検
査

費
用
=
千
円

※
生
活
保
護
受
給
者

は
免
除
制
度
あ
り

□
乳
が
ん
検
診

場
所
=
区
が
指
定
す
る
医
療
機
関

対
象
=
1
9年
3
月
3
1日
現
在
、
4
0歳

以
上
で
偶
数
年
齢
の
女
性
区
民
(
過

去
2
年
度
の
間
に
受
診
し
た
方
に

は
、
誕
生
月
に
直
接
受
診
票
を
送

付
)

※
2
年
度
に
1
回
。
乳
が
ん

治
療
中
、
経
過
観
察
中
、
豊
胸
手
術

な
ど
を
し
た
方
を
除
く

内
容
=
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
(
乳
房
X
線
撮
影
)

と
視
触
診

費
用
=
2
千
円
(
X

線

撮
影
機
関
で
支
払
い
)

※
生
活
保

護
受
給
者
は
免
除
制
度
あ
り

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
▽
窓
口
・
:本
人
ま
た
は
同
世

帯
の
方
に
は
そ
の
場
で
受
診
票
を
発

行

▽
(
ガ
キ
…
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
検

診
名
(
複
数
可
)
を
明
記
し
、
　

へ
郵
送
。
約
2
週
間
後
に
受
診
票
を

送
付

申
・
問
先
=
(
表
5
)

表5　検診申し込み先一覧

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

(
2
日
制
)

日
時
等
=
表
6

対
象
=
1
8～
3
9歳

の
女
性
区
民

内
容
=
健
康
チ
ェ
ッ

ク
(
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、
歯
周

病
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
体
の
組
織
内

の
脂
肪
・
水
分
量
な
ど
の
測
定
)
/

健
康
教
室
(
保
健
、栄
養
、歯
科
に
つ

い
て
の
学
習
)

定
員
=

各
4
0
人
(

先
着
順
)

申
込
=
電
話

表6　 女性のための健康づくり日程( 2 日制)

人
権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

外
国
人
の
人
権

～
多
文
化
共
生
社
会
を
め
ざ
し
て
～

区
内
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た

国
籍
や
文
化
、
生
活
習
慣
を
持
っ
た

外
国
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

6
月
1
日
現
在
、
区
内
の
外
国
人

登
録
者
数
は
2
万
1
千
3
6
8
大
で
、
区

の
人
口
の
3
.
3
%
を
占
め
、
約
3
0人
に

1
人
は
外
国
人
と
い
う
状
況
で
す
。

こ
の
状
況
の
中
で
言
語
、
文
化
、

生
活
習
慣
な
ど
の
違
い
か
ら
く
る
誤

解
や
偏
見
な
ど
に
よ
り
、
外
国
人
の

人
権
に
か
か
わ
る
問
題
が
起
き
て
い

ま
す
。

外
国
人
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け

で
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の

入
居
を
断
ら
れ
た
り
、
就
労
に
関
し

て
不
合
理
な
扱
い
を
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
閉
鎖
的
な

態
度
や
行
動
は
、
外
国
人
の
人
権
を

侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
国
籍
や
文
化
の
違

い
に
か
か
わ
り
な
く
、
地
域
社
会
の

住
民
と
し
て
互
い
を
尊
重
し
、
共
に

生
き
る
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
で

す
。
言
語
や
文
化
、
習
慣
の
異
な
る

人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
認
め

合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら
共
に
生
き

て
い
く
こ
と
を
「
多
文
化
共
生
」
と

い
い
、
広
く
社
会
に
定
着
さ
せ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

区
で
は
、「
多
文
化
共
生
」の
地
域

づ
く
り
を
進
め
、
外
国
人
の
人
権
が

真
に
尊
重
さ
れ
る
社
会
に
す
る
よ
う

日
々
、
努
力
し
て
い
ま
す
。

《
人
権
・
同
和
係
》

情
報
公
開
制
度
、個
人
情
報
保
護
制
度

1
7年
度
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

「
情
報
公
開
制
度
」は
、区
が
持
っ
て
い
る
情
報
を
、区
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
請
求
に
よ
っ
て
開
示
す
る
制
度
で
す
。ま
た
、「
個
人
情
報
保
護
制

度
」は
、区
民
の
皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
と
共
に
、自
身

に
関
す
る
情
報
の
開
示
な
ど
を
求
め
る
権
利
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。

情
報
公
開
制
度

1
7年
度
の
実
施
状
況
は
表
7
・
8

の
と
お
り
で
す
。
請
求
内
容
は
、
飲

食
店
な
ど
の
営
業
許
可
台
帳
が
全
体

の
約
2
分
の
1
と
一
番
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

実
施
機
関
の
決
定
に
対
す
る
不
服

申
し
立
て
は
1
件
で
し
た
。

表7　 情報公開制度の実施機関別請求件数および処理状況( 17 年4 月～18 年3 月まで)

※開示率は、開示と一部開示を合算した件数を、請求件数から取下件数と不存在および存否非
開示件数を差し引いた件数で、除したものです。
※月平均請求件数は、請求件数を12カ月で除したものです。

表8　 情報公開制度の請求者内訳

公
社
な
ど
の
情
報
公
開

区
が
財
政
支
出
な
ど
を
す
る
団
体

に
つ
い
て
も
、
情
報
公
開
条
例
の
趣

旨
か
ら
、
公
社
な
ど
で
独
白
に
情
報

公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
施
団

体
=
社
会
福
祉
協
議
会
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、
土
地
開
発
公
社
、

市
街
地
開
発
㈱
、
ま
ち
づ
く
り
公

社
、
体
育
協
会
、
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
振
興
公
社

個
人
情
報
保
護
制
度

1
7年
度
の
実
施
状
況
は
表
9
・
1
0

の
と
お
り
で
す
。
請
求
内
容
は
、
印

鑑
登
録
証
明
書
や
住
民
票
の
交
付
申

請
書
が
全
体
の
約
3
分
の
1
と
一
番

多
く
、
次
い
で
診
療
報
酬
明
細
書
と

な
っ
て
い
ま
す
。

実
施
機
関
の
決
定
に
対
す
る
不
服

申
し
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

表9　 個人情報保護制度の実施機関別請求件数および処理状況( 17 年4 月～18 年3 月まで)

※ 開示率は、開示と一部開示を合算した件数を、請求件数から、取下件数と不存在から外部提供中止までを差し引いた件数で、除したものです。
※ 月平均請求件数は、請求件数を12 カ月で除したものです。

表10　
個人情報保護制度の
請求者内訳

個
人
情
報
を
守
る
た
め
に

区
で
は
、
個
人
情
報
を
扱
う
業
務

を
1
7年
度
末
で
5
9
2
件
登
録
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
業
務
に
関
す
る
委
託

や
、
本
来
の
目
的
以
外
の
個
人
情
報

利
用
は
、
個
人
情
報
保
護
条
例
の
規

定
に
基
づ
い
て
、
要
件
を
満
た
し
た

場
合
に
限
り
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
区
は
、区
政
の
透
明
性
を

高
め
、
一
層
開
か
れ
た
区
政
を
め
ざ

す
と
共
に
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う

責
任
の
重
さ
を
認
識
し
、
厳
格
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

区
政
情
報
室
情
報
公
開
へ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
5

区役所へは電車やバスを利用してください
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1
面
か
ら
続
く

区
内
の
4
会
場
で
、
様
々
な

防
災
訓
練
を
行
い
ま
す

～
当
日
は
交
通
規
制
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
～

9
月
1
日
に
行
わ
れ
る
「
東
京
都
・
足
立
区
合
同
総
合
防
災
訓
練
」
は
、「
荒
川
河
川
敷
」「
都
立
舎
人

公
園
」
「
花
畑
・
六
町
地
区
」「
北
千
住
駅
周
辺
」
の
4
会
場
で
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る
訓
練

な
ど
も
行
い
ま
す
。
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、訓
練
会
場
周
辺
で
は
、道
路
が
通
行
止
め
に
な
る
場
所
や
、バ
ス
運
行
ル
ー
ト
が
変
更
に
な
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。訓
練
中
、ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、災
害
対
策
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
3
6

訓
練
に
参
加
し

、災
害
を
「
実
感
」

9
月
1
日
は
、
大
正
1
2年
に
関
東

大
震
災
の
発
生
し
た
日
で
あ
り
、
昭

和
3
5年
に
「
防
災
の
日
」
と
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
9
月
1

日
に
区
内
4

会
場

(
図
1
～
4
)

で
行
わ
れ
る
東
京

都
・
足
立
区
合
同
総
合
防
災
訓
練
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
災
害
へ
の
事
前

の
備
え
の
大
切
さ
を
し
っ
か
り
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

各
会
場
で
は
、
災
害
を
想
定
し
た

様
々
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
が
実
際
に
参
加
で
き
る
訓
練
も
あ

り
ま
す
。
積
極
的
に
参
加
(
見
学
)

し
て
く
だ
さ
い
。

8
月
3
0日
か
ら
9
月
5
日
は
「
防

災
週
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
各

家
庭
で
も
災
害
に
対
す
る
備
え
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か

ら
、
避
難
先
・
家
族
と
の
連
絡
方
法

の
確
認
、
非
常
用
持
ち
出
し
袋
の
準

備
、
水
・
食
糧
の
備
蓄
、
家
の
危
険

箇
所
の
点
検
・
修
理
・
補
強
、
家
具

の
固
定
、
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
対
策

な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

都
立
舎
人
公
園
、六
町
駅
周
辺

で
は
道
路
の
通
行
止
め
が
あ
り

ま
す都

立
舎
人
公
園
周
辺
は
、
午
前
1
0

時
か
ら
正
午
ま
で

、
公
園
周
辺
の
道

路
が
一
部
通
行
止
め
に
な
り
ま
す

。

ま
た
、
午
後
0

時
4
0
分
か
ら
1

時
1
0

分
ま
で
の
間
の
約
1
0
分
間

、
放
射
一
1
1
1
1

一

号
線
(
尾
久
橋
通
り
)

の
舎
人
公
園

交
差
点
か
ら
入
谷
一
丁
目
交
差
点
ま

で
の
間
を
、
一
時
的
に
通
行
止
め
に

し
ま
す
(

図
2
)

。

六
町
駅
周
辺
も

、
午
前
9

時
か
ら

一
1
1
一
時
ま
で

、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
お
よ

び
周
辺
道
路
の
一
部
が
通
行
止
め
と

な
る
た
め
、
東
武
バ
ス
の
停
留
所

、

タ
ク
シ
ー
乗
車
場
が
、
北
へ
約
2
0
0
m

ほ
ど
移
動
し
ま
す
(

図
3
)

。

都
立
舎
人
公
園
周
辺
は
、
バ
ス

ル
ー
ト
の
変
更
が
あ
り
ま
す

都
立
舎
人
公
園
周
辺
で
は
、
午
前
1
0

時
か
ら
正
午
の
問
の
2
時
間
、
道

路
通
行
止
め
に
よ
り
、
は
る
か
ぜ

(
舎
人
団
地
～
西
新
井
駅
間
)
・
都

営
バ
ス
の
里
4
8系
統
(
舎
人
ニ
ツ
橋

～
日
暮
里
間
)
の
運
行
ル
ー
ト
を
変

更
し
ま
す
(
表
1
)
。

は
る
か
ぜ
は
、
変
更
後
の
運
行

ル
ー
ト
上
に
あ
る
東
武
バ
ス
の
停
留

所
を
、
代
替
停
留
所
と
し
て
使
用
し

ま
す
。

都
営
バ
ス
は
、
代
替
停
留
所
を
設

け
ず
、
中
入
谷
～
舎
人
公
園
前
間
を

運
行
し
ま
す
。

表1　 バス路線運行ルートの変更
訓練見学者に特製キャップ
プレゼント
当日、総合防災訓練各会場では、見学

時の暑さ対策として、特製キャップを差
し上げます。
数は十分用意し

てありますが、品
切れの際はご了承
ください。

図1　 荒川河川敷会場( 午前10時～午後1 時30分)

災害復旧訓練
・堤防復旧訓練
・仮設橋設置訓練
展示 エリ ア
・応 急 給食

・関係機関展示・体験ほか
救出・救助訓練エリア
・消防・警察・自衛隊による訓練
ライフライン復旧訓練エリア
・電力・ガス・水道などの応急復旧

図2　 都立舎人公園会場( 午前9 時～午後1 時)

A 地区
・救出・救助訓練
・緊急医療搬送訓練
・NBC( 核・生物・化学) 災害
訓練ほか

B 地区
・炊き出し給食訓練
・延焼阻止線設定訓練ほか
C 地区
・救援部隊活動拠点

図3　 花畑・六町地区周辺会場( 午前9 時～正午)
※ 各会場に駐輪場を用意

( 1) 六町駅周辺
・事故車両からの救出・救助訓練
・災害医療救護訓練ほか
( 2) 花保中学校
・第一次避難所開設・運営訓練
・救援物資受け入れ訓練ほか

( 3) 総合スポーツセンター
・消防による起震車などの体験訓練
・ボランティア活動拠点開設・運
営訓練ほか

( 4) 花保小学校( 8月31日午後8時～10時)
・第一 次避 難所 開設 ・運 営 訓練
・帰宅困難者( 埼玉県民) の受け入れ訓練

図4　 北千住駅周辺会場( 午前9 時30分～午前11時)

( 1) 北千住駅
・漏えいガス測定・除去訓練
ターミナル駅滞留者の混乱防
止・帰宅困難者支援対策訓練

( 1) ( 2) 北千住駅・千住ミルディスI番館

・高所ビルからの救出訓練
・集客施設からの避難誘導訓練

( 3) あだちシティビジョン
・震災対策情報提供ほか
( 4) ( 5) ペデストリアンデッキ
・警 備犬 活動展 示( ④)
・エレベーター内閉じ込め救出訓練( ⑤)
※ そ の ほか、ヘ リ コプ ター から の
被 害状 況調査 訓 練を行 い ます。

※各会場周辺の地図は、いずれも簡略図です

道路に張り出した樹木は、

せん定をしてください

道
路
は
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
公
共
の
空
間

で
す
。し
か
し
、
道
路
に
樹
木
が
張
り
出
し
た
場
合
、
車
両
や
歩
行
者

な
ど
の
通
行
に
支
障
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

道
路
を
だ
れ
も
が
常
に
安
心
し
て
、
安
全
に
利
用
す
る
た
め
に
も
、

枝
や
葉
が
道
路
に
張
り
出
さ
な
い
よ
う
、
定
期
的
に
樹
木
の
せ
ん
定
を

行
い
ま
し
よ
う
。

樹
木
は
、通
行
の
妨
げ
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

樹
木
な
ど
の
緑
は
、
強
い
日
差
し

や
風
を
弱
め
、
身
体
や
心
に
健
康
や

潤
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
な
ど
、

様
々
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
樹

木
が
成
長
し
、
家
の
敷
地
を
越
え
て

道
路
に
張
り
出
し
た
場
合
、
道
路
の

見
通
し
が
悪
く
な
る
と
共
に
、
車
両

や
歩
行
者
な
ど
の
安
全
な
通
行
を
妨

げ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
歩
行
者
な
ど
が
樹
木
の
枝
葉
に

接
触
し
、
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

道
路
標
識
な
ど
を
隠
す
こ

と
も
あ
り
ま
す

道
路
上
に
張
り
出
し
た
樹
木
の
枝

葉
は
、
道
路
標
識
を
隠
す
場
合
も
あ

り
ま
す
(
図
5
)
。
樹
木
の
枝
葉
に

よ
っ
て
「
止
ま
れ
」
や
「
進
入
禁
止
」

の
標
識
が
隠
れ
る
と
、
交
差
点
で
の

出
会
い
頭
の
交
通
事
故
が
起
こ
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
隠
れ
る
と
左
右
の

安
全
確
認
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

定
期
的
に

せ
ん
定
し
ま
し
よ
う

自
宅
か
ら
樹
木
が
道
路
に
張
り
出

し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
せ
ん
定
を
し

て
く
だ
さ
い
。
自
宅
の
樹
木
は
皆
さ

ん
自
身
で
点
検
し
、
定
期
的
に
せ
ん

定
を
行
っ
て
、
交
通
安
全
上
の
支
障

に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

街
路
樹
の
せ
ん
定
は

区
が
行
い
ま
す

区
が
管
理
し
て
い
る
道
路
で
は
、

歩
道
な
ど
に
街
路
樹
を
植
え
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

緑
豊
か
な
空
間
を
保
つ
と
共
に
、
歩

行
者
な
ど
の
通
行
に
支
障
を
来
た
さ

な
い
よ
う
に
、
区
が
点
検
と
せ
ん
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

区
で
は
、
区
が
管
理
す
る
道
路
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
道
路

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
道
路
上

に
張
り
出
し
、
通
行
の
支
障
と
な
っ

て
い
る
よ
う
な
樹
木
に
つ
い
て
は
、

そ
の
所
有
者
に
、
せ
ん
定
の
お
願
い

を
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、
安
全
に
通
行
で
き
る

よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
に
張
り
出
し
過
ぎ
た
樹
木
は
通
行
の
妨

げ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

図5　 樹木のせん定前後の見え方

せん定前

▼ 樹木が生い茂り、木の後ろに何
があるかわかりません。

せん定後
▲ せん定後、交通標識がはっきり
見えます。「止まれ」が見えな
ければ、事故につながる可能
性があります。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

監
察
係

(
3
8
8
0
)
5
2
6
5

8 月10日は
「道の日」です

道路の重要性を改めて認識し
てもらうため、昭和61年に「道
の日」が制定されました。この
機会にみなさんで道路の重要性
を考えてみましょう。

楽
し
く
、便
利
に
、リ
サ
イ
ク
ル

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
自
動
回
収
機
を
設
置
し
ま
し
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
自
動
回
収

機
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

計
画
課
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
3
0
1

□
中
を
洗
い
、
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル

を
外
し
て
、
入
れ
る
だ
け

年
々
、
消
費
量
が
増
加
す
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
。区
民
の
皆
さ
ん
が
、
資

源
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
参
加
し
や

す
い
仕
組
み
と
し
て
、区
は
7
月
か

ら
、
企
業
と
協
働
し
、
区
内
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
店
頭
に
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
自
動
回
収
攬
を
設
置
し
ま
し

た
(
表
2
)
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
投

入
後
、
自
動
的
に
選
別
・
分
別
・
破

砕
さ
れ
る
の
で
、
自
分
で
つ
ぶ
す
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
「
当
た
り
券
」
が
出
た
ら
、
特
典

が
も
ら
え
ま
す

自
動
回
収
機
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

投
入
し
、「
当
た
り
券
」
が
出
た
ら
、

店
舗
で
の
買
い
物
に
使
え
る
ポ
イ
ン

ト
、
ま
た
は
ス
タ
ン
プ
な
ど
と
交
換

で
き
ま
す
。

回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
再

商
品
化
の
原
料
に
な
り
ま
す
。
区
で

は
、
さ
ら
な
る
資
源
回
収
率
の
向
上

と
、
回
収
コ
ス
ト
の
低
減
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参

加
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

表2　 ペットボトル自動回収機の
設置店舗( 8 月7 日現在)

※ 回収対象となるペット ボトルの
容量は2 リットル以下です。

※ ペットボト ルはつぶさずに、ボ
トル の中身をあけて、水で軽く
すすいでく ださい。キャップ と
ラベルは外してください。

※「当たり券」の交換方法は、各店
舗でお尋ねください。

▲ ポイ捨てせすに、リサイクル

▲ キャップと
ラベルは必
ず外します

油断できない
自転車事故

□ 自転車事故で損害賠償も
昨年区内では、自転車による事故が1, 653件発生し
ています。自転車は、免許もいらず手軽に乗れて便利
な乗り物ですが、ちょっとした不注意や油断で、人に
大けがをさせてしまう危険性もあります。
自転車は「軽車両」として扱われるため、事故など

を起こした場合、重い損害賠償責任を謀せられる場合
があります。家庭でも、普段から交通ルールについて
話し合うと共に、必要に応じて自転車保険に加入する
こともお勧めします。
□ 幼児用ヘルメットを使おう
自転車の二人乗りは禁じられていますが、16歳以上

の運転者が、6 歳未満の幼児を幼児用座席に一人だけ
乗せることは認められています。この場合でも、事故
に備えて、幼児用ヘルメットを着用させましょう。
□ 夜間無灯火走行は交通違反
自転車も車と同じく、夜間のライト点灯が義務付け

られています。自分の存在を、他の車両や、歩行者に
早く知らせるためにも、自転車のライトはすぐに点灯
できるよういつも整備し、反射材も活用しましょう。
どんな場合でも、安全確認を確実に行い、歩行者や

周りの状況を良く見て、交通事故に注意しましょう。
――いずれも――

問先= 交通安全係 3880 ―5912
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区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵 送申し込み記入例】

切
手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は申し込み係名など)

※ 記事中に住所の記載がある

ものは、その住所へ申し込み

区のホームペ ージアドレスは
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先… 場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

定員が先着順の場合
は、8 月11日受付開始

人
材
募
集

理
学
療
法
士
(
正
規
職
員
)

試
験

日
=
1
0

月
8

日
㈲

対
象
=

次

の
す

べ
て

の
要

件

に
当

て
は

ま

る
方

…
昭
和
4
7
年
4

月
2

日
以

降
生

ま

れ
/

理
学
療

法
士

の
有

資
格

者
/

地
方

公

務
員
法

第
1
6
条

の
各
号

の

い
ず

れ

に

も
当

て
は

ま
ら

な

い

採
用

予
定

日
=
1
9

年
4

月
1

日
以

降

募

集
人

数
H
I

人

申

込
H

申

込

書

を

、

　

へ
郵

送

、
持
参

、
イ

ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
(

利

用
登

録

が
必
要

で

す

　
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
e
-
t
o
k
y
o
.
l
g
.
j
p
)

※
申

込

書
は
区

役
所
1

階
案

内

、
人

事

課

、
区

民

事
務
所

、
障
害
福

祉

セ

ン

タ

ー

、
中

央

図

書

館

、
総

合

ス

ポ
ー
ツ
セ

ン
タ

ー
で
配
付

期

限
=

▽
郵
送
(

簡
易

書
留

に

限
る
)

・
:
9

月
1
9
日
消

印
有

効

▽
持

参

…
9

月
1
9

日
ま

で

※
受

け
付

け
は

、
午
前
9

時
～
午

後
5

時
(

土

・
日

・
祝

日

を

除

く
)

▽
イ

ン

タ

ー
ネ

ッ

ト
・
:
9

月
1
9
日

、
午

前
1
0
時

ま
で
(

受

信

有

効
)

申

・
問
先
=

人
事

係

(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

保
健
師
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
保
健
師
有
資
格
者

勤
務
内

容
=
学
校
教
職
員
の
健
康
管
理
事
務

な
ど

勤
務
条
件
=
週
4
日
(
有
給

休
暇
、
社
会
保
険
あ
り
)

報
酬
=

月
額
2
0万
円

募
集
人
数
=
I
人

選
考
=
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
(
面

接
日
は
後
日
連
絡
)

採
用
予
定
日
=
9

月
1
日

申
込
=
履
歴
書
(
写

真
貼
付
)
と
資
格
証
明
書
の
写
し

を
、
　

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

期

限
=
8

月
2
3日
必
着

申
・
問
先
=

教
職
員
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
2

綾
瀬
あ
か
し
あ
園
看
護
師

対
象
=
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の

有
資
格
者

勤
務
内
容
=
綾
瀬
あ
か

し
あ
園
利
用
者
の
健
康
管
理
ほ
か

勤
務
条
件
H

週
5
日
(
月
～
金
曜

日
)
、
1
日
6
時
間
(
午
前
9
時
～
午

後
3
時
、
社
会
保
険
、
有
給
休
暇
1
0

日
間
あ
り
)

報
酬
H
時
給
千
8
0
0円

募
集
人
数
=
I
人

選
考
=
書
類
審

査
お
よ
び
申
し
込
み
時
の
面
接

採

用
予
定
日
=
8
月
2
1日

申
込
=
履

歴
書
(
写
真
貼
付
)
と
資
格
証
明
書

の
写
し
を
持
参

申
・
問
先
=
綾
瀬

あ
か
し
あ
園(

5
6
8
2
)
7
2
7
2

問
先
卜
障
害
福
祉
計
圓
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

税
・
国
保
・
年
金

保
険
証
は
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

保
険
証
は
、
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
こ
と
を
示
す
証
明
書
で
、
病

院
に
掛
か
る
と
き
の
受
診
券
で
す
。

掛
か
り
っ
け
の
病
院
で
受
診
す
る
と

き
で
も
月
に
一
度
、
保
険
証
を
提
示

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
保
管
に
は
十

分
気
を
つ
け
、
他
人
と
の
貸
し
借
り

は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

□
国
民
健
康
保
険
証
を
紛
失
・
汚
損

し
た
と
き
は
再
交
付
し
ま
す

申
込
=
住
所
・
氏
名
を
確
認
で
き
る

も
の
(
保
険
料
の
領
収
書
な
ど
)
を

持
参

※
後
日
郵
送
で
交
付
。
た
だ

し
、
保
険
料
に
未
納
が
な
く
、
本
人

ま
た
は
同
一
世
帯
の
方
が
、
顔
写
真

付
き
の
本
人
確
認
資
料
(
運
転
免
許

証
な
ど
官
公
署
が
発
行
し
た
も
の
)

を
持
参
し
た
場
合
は
、
窓
口
で
交
付

し
ま
す
。
申
先
=
区
民
事
務
所
、

こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

問
先
H

こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

柔
道
整
復
療
養
費
の
適

正
化
に
努
め
て
い
ま
す

区
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
料
で

運
営
す
る
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健

全
化
を
図
る
た
め
、
柔
道
整
復
療
養

費
の
適
正
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

1
6年
4
月
か
ら
、
区
長
の
附
属
機

関
と
し
て
、
柔
道
整
復
療
養
費
支
給

の
適
正
化
を
目
的
と
し
た
、
柔
道
整

復
療
養
費
療
養
費
案
件
調
査
委
員
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
委
員
会
の
報

告
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
て
受
診

し
た
方
へ
施
術
の
事
実
確
認
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
問
先
=
こ
く
ほ
年
金

課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

も
う
一
つ
の
国
民
年
金

「
国
民
年
金
基
金
」

国
民
年
金
基
金
は
、
基
礎
年
金
の

上
乗
せ
給
付
を
行
う
公
的
な
年
金
制

度
で
す
。
対
象
=
2
0
歳
以
上
6
0
歳

未
満
で
、
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年

金
第
1
号
被
保
険
者

掛
け
金
=
選

択
す
る
給
付
の
型
・
口
数
お
よ
び
加

入
時
の
年
齢
に
よ
り
決
定

※
全
額

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、

支
給
さ
れ
る
年
金
も
税
制
上
の
優
遇

措
置
が
あ
り
ま
す
。
申
・
問
先
=

束
京
都
国
民
年
金
基
金

0
1
2
0
(
6
5
)
4
1
9
2

区
・
年
金
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
3

住

宅

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
維
持
管
理

セ
ミ
ナ
ー
「
マ
ン
シ
ョ
ン
を
元

気
に
す
る
長
期
修
繕
計
画
」

日
時
=
9
月
9
日
倒
、
午
後
1
時
～
5

時

場
所
=
東
京
芸
術
セ
ン

タ
ー
・
天
空
劇
場

対
象
=
区
内
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者

内
容
=
講

演
「
長
期
修
繕
計
画
に
つ
い
て
」
ほ

か
/
交
流
会

講
師
=
財
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
セ
ン
タ
ー
職
員
、
住
宅
金
融

公
庫
職
員

定
員
=
8
0
人
(
先
着

順
)

申

込
=

電

話

ま

た

は
E

メ

ー

ル

申

・

問

先
=

住

宅

計

画

係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

j
u
u
t
a
k
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

土
地
・
建
物
・
道
路

区
内
の
土
地
や
建
物
の
利
用
状

況
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
す

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、
概
ね
5

年
ご
と
に
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
区
や
都
な
ど
が
、
ま

ち
づ
く
り
施
策
を
進
め
る
際
の
基
礎

デ
ー
タ
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

調
査
は
、
区
が
委
託
し
た
調
査
員

が
区
内
全
域
の
上
地
や
建
物
の
外
観

を
実
際
に
見
て
行
い
ま
す
。
調
査
員

が
各
家
庭
や
事
業
所
な
ど
に
立
ち
入

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
員
は
、
調
査
員
で
あ
る
こ
と

を
示
す
腕
章
と
区
が
発
行
し
た
身
分

証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間
=
8
月
上
旬
か
ら
3
ヵ
月

程
度

問
先
H
都
市
計
圓
係

(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

花
畑
東
部
土
地
区
画
整
理
事

業
の
事
業
計
画
変
更
の
縦
覧

意
見
が
あ
る
方
は
都
知
事
に
意
見

書
を
提
出
で
き
ま
す
。
縦
覧
期
間

等
=
8
月
1
7日
～
3
0日
、
午
前
9
時

～
午
後
5
時

意
見
書
提
出
期
限
H
8

月
3
1日
～
9
月
1
3日

縦
覧
場

所
・
問
先
=
花
畑
東
部
組
合
事
務
所

　
(
3
8
8
4
)
5
1
8
0

区
・
区
圉
整
理
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
9
2
5

暮
ら
し

生
き
が
い
奨
励
金
を

支
給
し
ま
す

高
齢
者
の
学
習
活
動
や
社
会
参
加

を
支
援
す
る
た
め
、
7
0歳
以
上
の
方

に
4
千
円
相
当
の
区
内
共
通
商
品
券

を
送
付
し
ま
す
。
支
給
予
定
よ
1
1一

月
初
旬

対
象
=
8
月
1
日
現
在
、

区
内
在
住
で
、
昭
和
1
2年
4
月
1
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

申
込
=
▽
今

年
か
ら
対
象
に
な
っ
た
方
・
:申
出
書

(
8
月
中
旬
に
発
送
)
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
9
月
1
5日
ま
で
に
返
送

▽
す
で
に
申
出
書
を
提
出
し
て
い
る

方
・
:手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

※
昨
年
度
以
前
に
支
給
さ
れ
た
商
品

券
は
、
早
め
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
学
校
地
域
連
携
課
推
進

係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

18
年
度
提
案
型
事
業
「
事
業
ア
イ

デ
ア
提
案
コ
ー
ス
」
(
追
加
募
集
)

が
決
ま
り
ま
し
た

事
業
ア
イ
デ
ア
提
案
コ
ー
ス
と

は
、
事
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大

と
、
計
画
段
階
か
ら
区
の
施
策
を
協

働
で
進
め
る
た
め
の
委
託
事
業
で

す
。
5
月
2
5日
か
ら
6
月
3
0日
ま
で

の
募
集
期
間
中
に
、
1
7提
案
の
応
募

が
あ
り
、
厳
正
な
選
考
の
結
果
、
次

の
7
提
案
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

※
事
業
名
は
概
略
表
記
で
す
。

▽
団
塊
世
代
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
向
調

査
ほ
か
事
業

▽
創
業
支
援
施
設
周
知
事
業

▽
精
神
障
害
者
の
雇
用
調
査
事
業

▽
障
害
者
向
け
就
職
支
援
事
業

▽
準
用
河
川
花
畑
川
清
掃
事
業

▽
公
共
施
設
の
緑
化
推
進
事
業

▽
協
働
ま
ち
づ
く
り
促
進
事
業

く
わ
し
く
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
区

と
提
案
者
が
委
託
契
約
を
結
ん
で
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
問
先
=

産
業
政
策
課
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
1
8
2

都
立
産
業
技
術
高
等
専
門

学
校
が
、
若
い
人
の
就
職

活
動
を
支
援
し
ま
す

期

間
=
9

月

中
旬

～
1
2
月

中
旬

場

所
=

都

立
産

業
技

術
高

等
専

門
学

校
(

品

川

・
荒

川

キ

ャ

ン

パ

ス
)

対

象
=

都

内
在

住

で

、
学

生
以

外

の
概

ね
3
5
歳

未
満

で

、
就
職

を
目

指
し

て

い

る
方

内

容
=

「
仕

事

に
役
立

つ

パ
ソ

コ
ン
入

門

」
や

「
オ

ー
デ
ィ

オ

ア
ン

プ
の
製

作

」
な
ど

、
都

立
産

業

技

術
高

等
専

門
学

校

の
施
設

・
設

備

や
も

の
づ
く

り
教

育

の
ノ

ウ
(

ウ
を

活

用
し

た
体

験
講

座

定

員
=

各

講

座
1
0
人

費

用
=
5

千
円

申
込
=

郵

送

、
フ
ァ
ク

ス

、
イ

ン

タ
ー
ネ

ッ

ト
(

　
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
t
r
o
-
c
i
t
.
a
c
.
j
p
/
)

※
く

わ
し

く

は
各

キ

ャ
ン

パ
ス

ヘ
問

い
合

わ
せ

、
ま
た

は

ホ
ー

ム

ペ
ー
ジ
参

照

募
集
期

間
=
8

月
1

日
～
3
1
日

申

・
問

先
=

都

立

産
業

技
術

高
等

専
門

学
校

品
川

キ

ャ
ン

パ
ス

(
3
4
7
1
)
6
3
3
1

(
3
4
7
1
)
6
3
3
8

荒

川

キ

ャ
ン
パ

ス

(
3
8
0
1
)
0
1
4
5

(
3
8
0
1
)
9
8
9
8

問

先
=

区

・
就
労

支
援

係

(
3
8
8
0
)
5
4
6
9

8 月の休日納税・納付相談

日時=8 月27日(日)、午前9 時～午後4 時

場所= 区役所 お問い合わせ先は、

納税相談係 　3880- 5236

納税課徴収推進係 　3880- 5237

こくほ年金課納付相談係 　3880- 5243

介護保険課収納管理係 　3880- 5744

都営シルバーピア( 地元割当)・
区営シルバーピアの入居者募集
今回の募集住宅は、65歳以上単身者向けの高

齢者集合住宅です。 申し込み用紙配付期間=8
月23日～30日( 土・日曜日は除く) ※ 申込

用紙は、住宅課、区民事務所で配付。予定枚数
に達し次第配付終了。募集内容などく わしく
は、申込用紙( 申込のしおり) をご覧ください。
問先= 住宅管理係 　3880- 5938

パブリックコメント
足立区国民保護計画( 案) への意見募集

国民保護計画とは、外国からの武
力攻撃や大規模テロなどに際し、区
が国や都、関係機関などと連携・協
力して、区民の避難や救援などをじ
ん速・的確に行うため、あらかじめ
定めておくものです。「案」について
は、区のホームページ、または危機
管理課でご覧になれます。 意見募
集期間=8 月10日～25日 申込= 　
へ郵送・ファクス・E メールで住所、
氏名または名称( 法人や団体は代表
者氏名)、電話番号、意見を明記( 意
見は、氏名などの個人情報を除き、
公表することがあります) 申・問先=
危機管理課計画調整

3880―5838
3880―5607

ki ki kanr i @ci t y. adachi . t okyo. j p

定
員
が
先
着
順
の
場
合
は
、
8
月
1
1日
受
付
開
始
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
6
面
右
上
の
記
入
例
参
照

催

し

物

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

青
少
年
セ
ン
タ
ー

□
「
こ
ど
も
・
ゆ
め
・
ク
ラ
ブ
」
の

メ
ン
バ
ー
募
集

9
月
か
ら
の
各
コ
ー
ス
参
加
者

と
、
運
営
や
指
導
を
担
当
す
る
サ

ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
=

▽
各
ヲ
ー
ス
参
加
者
・
:小
・
中
学

生
(
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
)

▽
サ
ポ
ー
タ
ー
土
咼
校
生
以

上

内
容
等
=
表
1

期
限
=
8
月
3
1

日
消
印
有
効

申
込
=
電
話
・
郵

送
・
窓
口
(
郵
送
の
場
合
、
申
込
用

紙
は
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も

科
学
館
、
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
で
配

付
)

□
あ
そ
び
の
広
場
へ
お
い
で
よ
!

「
夏
休
み
の
宿
題
(
工
作
)
を
作
ろ

う
」

日
時
=
8

月
1
9日
出
、
午
後
1
時
～
4

時
(
入
退
場
自
由
)

場
所
=

ギ

ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も
科
学
館

対
象
=
中
学
生
以
下
(
幼
児
は
保
護

者
同
伴
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ□
ゆ
め
広
場
へ
お
い
で
よ
!
　
「
日

時
計
を
作
ろ
う
」

日
時
=
8

月
2
6日
倒
、
午
後
1
時
～
4

時
(
入
退
場
自
由
)

対
象
=
小
・

中
学
生
(
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

※
受
け
付
け
な
ど
の
手
伝
い
を

し
て
く
れ
る
小
学
生
以
上
の
サ
ポ
ー

タ
ー
も
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
、

事
前
に
連
絡
の
上
、
当
日
直
接
会
場

へ
。

□
宇
宙
教
室
「
星
が
生
ま
れ
る
場
所

っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
?

」

日
時
=
9

月
3
0日
倒
、
午
後
2
時
～
4

時

対
象
=
小
・
中
学
生
と
そ
の

保
護
者

※
小
・
中
学
生
だ
け
で
も

可

内
容
=
宇
宙
に
関
す
る
話
と
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
映
像

定
員
=
2
0
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
・
フ

ア
ク
ス

・
E

メ
ー
ル

で

、
氏

名

、
連

絡
先

を
連

絡

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場

所
H

ギ
ャ
ラ

ク

シ
テ
ィ

・
こ

ど
も

科
学

館

申

・
問
先
H

青
少

年

事
業

係

〒
1
2
3・
0
8
4
2

栗

原
1
-
3
-
1

　
(
5
2
4
2
)
8
1
6
9

　
(
5
2
4
2
)
8
1
6
5

s
e
i
s
h
o
u
n
e
n
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h

i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

表1　9 月からのこども・ゆめ・クラブ日程等

※ いずれも抽選。
※各コース共に、全日程参加してください。

星
空
を
、ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
で

□
望
遠
鏡
で
星
空
を
観
る
会

「
木
星

を
見
よ
う
」

日
時
=
9

月
2

日
出

、
午
後
6

時
3
0

分
～
8

時

対
象
=
小
学
生
以
上

内
容
=

望
遠
鏡
を
使
っ
た
星
空
観
望

※
雨
天
・
曇
天
時
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
で
の

「
星
の
お
話

」
の
み

定
員
=
5
0

人
(

先
着
順
)

費
用
=

▽
大

人
2
5
0円

▽
小
・
中
学
生
1
5
0円

※

傷
害
保
険
料
5
0
円
含
む

申
込
=

電

話
ま
た
は
窓
口

□
星
空
C
D

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
等
=

▽
9

月
9

日
・
1
6
日
・
:

「
井
上

陽
水
」

▽
9

月
2
3
日
…

「
レ
ミ
オ
ロ
メ
ン
」

▽
9

月
3
0
日

・
:
「
元
ち
と
せ

」

※
い
ず
れ
も
土

曜
日

、
午
後
6

時

費
用
=

▽
大
人
2
0
0

円

▽
小
・
中
学
生
1
0
0円

申
込
=

チ
ケ
ッ
ト
を
購
入

※
チ
ケ
ッ
ト

は
8

月
‥
1
1
一
日
か
ら
発
売
し
ま
す

。
未

就
学
児
の
座
席
使
用
は
、
チ
ケ
ッ
ト

が
必
要
で
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

夜
間
の
た
め
、
中
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
・
申
・
問
先
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
こ
」ど
も
科
学
館

(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

家
族
ふ
れ
あ
い
の
日
に
、

親
子
映
画
会

日
時
=
8
月
1
9日
出
、
午
後
2
時

場
所
=
学
び
ピ
ア
2
1
対
象
=
区
民

内
容
=
ア
ニ
メ
映
画
「
対
馬
丸

さ

よ
う
な
ら
沖
縄
」
定
員
=
2
0
0人

(当
日
先
着
順
)

申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ

申
・
問
先
=
読
書
支
援

係

　
(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

第
7
回
「
足
立
凧
ま
つ
り
」

日
時
=
9
月
9
日
出
、
午
前
9
時
～

午
後
2

時

場
所
=

荒
川
河
川
敷

(虹
の
広
場
)

内
容
=
小
学
生
が

親
子
で
作
っ
た
和
凧
(
2

千
個
)
の

凧
揚
げ
。
新
潟
県
白
根
市
な
ど
か
ら

来
た
大
凧
揚
げ
も
あ
り

※
和
凧
作

成
の
申
し
込
み
は
締
め
切
り
済
み
。

当
日
は
凧
あ
げ
見
学
の
み
で
す
。

問
先
=
足
立
凧
ま
っ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
(
学
校
地
域
連
携
課
推
進
係

内
)

　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

▲ 大空高く、舞い上がれ

無
料
映
画
上
映
会
「
ダ
ブ
ル
シ
フ
卜

～
パ
パ
の
子
育
て
奮
闘
記
～
」

日
時
=
8
月
2
6日
圉
、
午
後
2
時
/

午
後
6
時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
H

子
育
て
で
疲
労
困
ぱ
い
の
マ
マ
に
代

わ
り
、
8
ヵ
月
の
赤
ち
や
ん
の
育
児

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
新
米
パ
パ
の

奮
闘
記

定
員
=
2
0
0人(
当
日
先
着

順
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

※
保
育
あ
り
(
6
ヵ
月
以
上
就
学
前

ま
で
。
要
事
前
予
約
、
先
着
1
5人
)

申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

講
演
会

「
お
と
う
さ
ん
の

育
児
休
業
に
つ
い
て
」

日
時
=
9
月
2
日
圉

午
後
2
時
～
4

時

場
所
H
竹
の
塚
地
域
学
習
セ

ン
タ
ー

内
容
=
「
お
と
う
さ
ん
は

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
な
ど
で
知
ら
れ
る

人
気
絵
本
作
家
、
宮
西
達
也
さ
ん
に

よ
る
、
父
親
な
ら
で
は
の
子
育
て
、

子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど
の
講
演

定
員
=
2
5
0人(
当
日
先
着
順
)

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

※
保
育
あ

り
(
6
ヵ
月
以
上
就
学
前
ま
で
。
要

事
前
予
約
、
先
着
1
5人
)

問
先
=

男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

開
館
1
0周
年

あ
だ

ち
再
生
館
ま
つ
り

日
時
=
8
月
2
7日
脚
、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時

内
容
=

カ
ン
リ
ン
バ

(空
き
缶
で
作
る
楽
器
ご
竹
細
工
・

布
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
の
手
作
り
体
験
/

粗
大
ご
み
再
活
用
小
型
家
具
や
自
転

車
の
無
料
抽
選
会
/
地
場
産
野
菜
・

焼
き
立
て
パ
ン
販
売
/
土
に
溶
け
る

苗
ポ
ッ
ト
の
無
料
配
付
/
区
の
災
害

対
策
に
つ
い
て
の
話
や
防
災
用
品
展

示
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館
(
月

曜
・
祝
日
休
館
)

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

消
費
者
講
座
「
足
の
健
康

と
賢
い
靴
の
選
び
方
」

日
時
=
9
月
1
2日
㈹
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

場
所
=
エ
ル

ー
ソ

フ
ィ
ア

対
象
=

区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

内
容
H
合
わ
な
い

靴
が
原
因
で
起
こ
る
足
の
ト
ラ
ブ
ル

事
例
と
、
自
分
の
足
の
サ
イ
ズ
や
形

に
あ
っ
た
靴
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
、
足

の
計
測
の
仕
方
な
ど
を
紹
介

講
師
=

宮
崎
重
行
氏
(
マ
ス
タ
ー
シ
ュ
ー

フ
ィ
ツ
タ
士

定
員
=
7
0
人
(
先

着
順
)

申
込
H
電
話
ま
た
は
窓
囗

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

ふ
れ
ん
ど
り
い
ま
つ
り
「
刺
激
!
　夏

を
エ
ン
ジ
ョ
イ
　
ふ
れ
ん
ど
り
ぃ
!
」

日
時
=
8
月
2
5日
㈲
、
正
午
～
午
後
3

時
3
0分

内
容
=
模
擬
店
・
活
動

発
表
ほ
か

場
・
問
先
=
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

都
民
ゴ
ル
フ
場
の
区

民
開
放
参
加
者
募
集

日
程
=
9
月
3
0日
倒

対
象
=
区
内

在
住
・
在
勤
の
方

定
員
=
1
8
0
人

費
用
=
6
千
5
0
0
円

※
当
日
現
地
に

て
支
払
い
。
昼
食
代
、
ロ
ッ
カ
ー
費

は
別
途
必
要

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
代
表
者
お
よ
び
参
加
者
全
員
(
1

枚
4

人
ま
で
)

の
住
所

、
氏
名
、
年

齢

、
性
別

、
電
話
番
号
を
明
記

※

返
信
(

ガ
キ
に
代
表
者
の
住
所
と
氏

名
を
明
記

。
往
復
(

ガ
キ
以
外
の
申

し
込
み

、
重
複
申
し
込
み
は
、
す
べ

て
無
効

期
限
H
8

月
3
1
日
必
着

※
決
定
通
知
は

、
9
月
上
旬
発
送
予

定

場
・
申
先
=

東
京
都
民
ゴ
ル
フ

場

〒
1
2
3・
0
8
6
5

新
田
1
1
1
5
-
1

　
(
3
9
1
9
)
0
1
1
1

問
先
=

公
園
緑
地
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
8

掲

示

板

□
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
更
新
手
続

き
有
効
期
限
が
9
月
3
0日
ま
で
の
シ

ル
バ
ー
パ
ス
を
持
っ
て
い
る
方
に

は
、
8
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
、
東
京

バ
ス
協
会
か
ら
「
シ
ル
バ
ー
パ
ス
更

新
申
込
書
」と
「
更
新
窓
口
案
内
図
」

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

更
新
を
希
望
す
る
方
は
、
指
定
の

窓
口
で
9
月
中
に
更
新
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。
8
月
中
に
更
新
手
続
き

は
で
き
ま
せ
ん
。
新
し
い
パ
ス
の
有

効
期
間
は
、
発
行
日
か
ら
1
9年
9
月
3
0

日
ま
で
で
す
。

▽
費
用
に
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す

今
回
、
パ
ス
の
発
行
を
受
け
る
方

で
、
1
8年
度
区
市
町
村
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
て
も
、
1
7年
度
区
市
町
村

民
税
が
非
課
税
の
場
合
は
、
税
制
改

正
に
伴
う
費
用
負
担
の
経
過
措
置
と

し
て
、
発
行
費
用
は
千
円
で
す
。

▽
更
新
に
は
、
次
の
も
の
が
必
要

更
新
申
請
に
必
要
な
も
の
H
①
シ
ル

バ
ー
パ
ス
更
新
申
込
書

②
保
険
証

ま
た
は
運
転
免
許
証
な
ど
、
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る

「
本
人
確
認
書
類
」

③
現
在
使
用

中
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
(
有
効
期
限
が
9

月
3
0日
ま
で
の
パ
ス
)

費
用
=

▽
本
人
の
1
8年
度
の
区
市
町
村
民
税

が
非
課
税
の
場
合
…
千
円

▽
課
税

の
場
合
…
2
万
5
1
0円

▽
1
8年
度
は

課
税
で
、
1
7年
度
の
区
市
町
村
民
税

が
非
課
税
の
場
合
・
:千
円
(
経
過
措

置
)

▽
千
円
で
発
行
の
場
合
は
、「
非
課

税
を
確
認
す
る
書
類
」
が
必
要

千
円
で
発
行
を
受
け
る
方
は
、
次

の
い
ず
れ
か
を
持
参
・
:
1
7年
度
介
謖

保
険
料
納
入
(
決
定
)
通
知
書
の
所

得
段
階
区
分
欄
に
「
1
～
3

」
の
い

ず
れ
か
が
記
載
の
も
の
/
1
8年
度
介

護
保
険
料
納
人
(
決
定
)
通
知
書
の

所
得
段
階
区
分
欄
に
「
1
～
4

」
の

い
ず
れ
か
が
記
載
の
も
の
/
1
7年
度

住
民
税
非
課
税
証
明
書
/
1
8年
度
住

民
税
非
課
税
証
明
書
/
生
活
保
護
受

給
証
明
書

※
「
介
護
保
険
料
納
入
(

決
定
)
通
知
書
」
は
再
発
行
で
き

ま
せ
ん
。
紛
失
し
た
場
合
な
ど
は
、

「
住
民
税
非
課
税
証
明
書
」
な
ど
、

他
の
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

く
わ
し
く
は
東
京
バ
ス
協
会
か
ら

送
付
さ
れ
る
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
問
先
H
東
京
バ
ス
協
会
シ
ル

バ
ー
パ
ス
専
用
電
話
(
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後
5
時
)

　
(
5
3
0
8
)
6
9
5
0

都
・
在
宅
支
援
課
臨
時
案
内
電
話
(

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
9
時

～
午
後
5
時
)

※
9
月
2
9日
ま
で

開
設

　
(
5
3
2
0
)
4
1
7
7

ケーブルテレビ足立で放送中

『情報キャッチ! ! 　

好きです。あだち』
番組案内 ひかっち

今回の番組( 8/14 ～20) は、
「区内で遊ぼう!

～あだち夏のお勧めスポット～」
1 日3 回放送( 午前9 時30分、午
後0時30分、午後6 時)

長く続いた梅雨も開け、ようやく夏本
番。区内にも暑さを吹き飛ばし、夏を満
喫できる場所がたくさんあるのをご存知
ですか? 今回の特集では、就学前の子
どもたちが安心して遊べる「じゃぶじゃ
ぶ池」や、大人から子どもまで気軽に利
用できるプールなどを紹介します。
このほか、9 月に開学になる「東京藝
術大学・千住キャンパス」の最新の話題
もお届けします。お見逃しなく。

《 広 報 係 》
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「日暮里・舎人線
( 仮称) 」の路線名・
駅名を募集します
19 年度、いよいよ新交

通「日暮里・舎人線」が開

業し、区内には9つの駅が

新設されます。

利用者を始め、地域の皆

さんに愛される名称を提案

してください。

都
が
路
線
名
を
募
集

応
募
作

品

の
中

か
ら
審

査

で
最

優

秀

賞
1

人

、
優
秀
賞
5

人

、
入

選
1
0

人

、
参
加

賞
1
0
0人

の
方

に
記
念

品

を

差

し

上

げ

ま

す

。

募
集

期

間
=
8

月
1
5
日

～
3
1
日
(

消

印

有

効
)

応

募
方

法
=

ハ
ガ
キ

、
専
用

の
応
募

用

紙

で
住
所

、
氏

名

、
年
齢

、
性
別

、

職

業
ま

た
は

学
年

、
電
話
番

号

、
路

線
名
1

点
(

横

書

き
)

を
明
記

※

応

募
は
1

人
1

点
限

り

。
都

・
交

通

局

の
公
式

ホ

ー

ム
ペ
ー
ジ
(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
o
t
s
u
.
m
e
t
r
o
.
t
o
k
y
o
.
j
p
)

か

ら

も

応

募

で

き

ま

す

。

申
し

込

み

・
問

い
合

わ
せ
先
=

都

・
交

通

局

お

客
様

サ

ー
ビ

ス
課

〒
1
6
3・
8
0
0
1

新
宿

区
西

新
宿
2
-
8
-
1

(
5
3
2
0
)
6
0
2
6

区
が
駅
名
を
募
集

区
で
は

、
皆
さ
ん
か
ら
駅
名
を
広

く
募
集
し
ま
す

。
応
募
作
品
の
中
か

ら
複
数
の
案
を
選
考
し
、
都
な
ど
の

関
係
機
関
へ
推
薦
し
ま
す

。

採
用
さ
れ
た
方
(

各
駅
1

人

。
同

一
駅
名
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

に

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す

。

ま
た
、応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3
0

人
の
方
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

駅
名
に
は
、
所
在
地
、
慣
れ
親
し

ん
だ
地
名

、
公
共
施
設
名
な
ど
を
参

考
に
し
て

、
わ
か
り
や
す
く
親
し
み

や
す
い
駅
名
を
提
案
し
て
く
だ
さ

い
。
既
に
ほ
か
の
鉄
道
に
付
い
て
い

る
名
称
と
同
じ
も
の
は
使
え
ま
せ

ん

。
正
式
な
駅
名
は

、
都
な
ど
の

関
係
機
関
が
一
1
1
一
月
ご
ろ
に
決
め
る
予

定
で
す
。
対
象
=
区
内
在
住
・
在

学
・
在
勤
の
方

応
募
方
法
=

持

参
、郵
送
、
E
メ
ー
ル
で
、住
所
(
在

勤
・
在
学
の
場
合
は
、
そ
の
事
業
所

ま
た
は
学
校
名
と
住
所
)
、氏
名
(
ふ

り
が
な
)
、
電
話
番
号
、
現
在
の
仮

称
駅
名
と
新
駅
名
(
ふ
り
が
な
)
、提

案
理
由
な
ど
を
明
記

※
専
用
の
応

募
用
紙
の
配
付
・
回
収
は
区
役
所
1

階
区
民
ロ
ビ
ー
、
区
民
事
務
所
で
行

い
ま
す
。
記
入
漏
れ
が
あ
る
と
採

用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
期

限
=
8
月
2
5日
(
ハ
ガ
キ
は
消
印
有

効
、
持
参
・
E
メ
ー
ル
は
必
着
)

申
し
込
み
先
=
ハ
ガ
キ
は
、
足
立
区

役
所
土
木
部
日
暮
里
・
舎
人
線
「
駅

名
」
係
(

専
用

の
応
募
用
紙
を
参

照
)
。E

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

、

t
o
n
e
r
i
s
e
n
-
e
k
i
m
e
i
@
c
i
t
y
.

a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

お
問
い
合
わ
せ
は
、
計
画
調
整
課

日
暮
里
・
舎
人
線
推
進
ヘ

(
3
8
8
0
)
5
7
1
8

▼ 駅名専用応募用紙 ※ 郵送する場合には裏面をのり付けし、普通郵便はがき仕様にしてから切手を貼ってポストに投函してください。

※ 1 枚の用紙で複数 の駅名を 記入でき ます。
※ 同じ名称をひとりで何回も応募することはできません。

車両のイメージ図

この下は広告スペースです。内容については各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは、広報課へ 　3880―5815

古紙配合率100%再生紙を使用しています
K. I　295, 300


